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1.ネットワーク構成図
※ 画像をクリックすると、大きく表示されます。
|
2.システムの前提条件 広域イーサネットなどで接続された2拠点において、支社側より本社のイントラネットへの通信が確保できなくなった時、フレッツグループアクセスなどの閉域網を介した監視サービスへ障害通知を行い、社内のIT管理者にメール通知を送る為の設定をおこないます。
|
5.サンプルコンフィグレーション (1) 1812J hostname C1812J-A
|
6.キーとなるコマンドの解説 ----------------------------
|
7.設定に際しての注意点 本設定で利用しているEnhanced Object Trackingによるイベント検知は、EEM2.2の機能でありIOS12.4(2)T以上が必要となります。EEMはまずIOS12.3(4)Tよりサポートされ、12.3(14)TでEEM2.1への拡張が行なわれております。使用するactionや監視するeventによりサポートできるIOSのバージョンも異なりますので、導入前のIOSの選択には注意が必要です。 PPPoE 使用時の MTU サイズは、通常時よりも小さくなります。(フレッツでは、1454 バイトを推奨)そのため、MTU サイズを変更すると共に、TCP の MSS(最大セグメントサイズ)の値をそれに合わせて調整することが必要となる点に注意してください。 PPPoE インターフェース上での ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 Dialer1 と指定した際にはファーストスイッチとなります。PPPoE にてより高速な CEF スイッチを実現する為にはサービスプロバイダーの BAS アドレスが PPP ネゴシエーション時にルータにインストールされている必要があります。インストールされている様であれば、dialer インターフェースにて ppp ipcp route default を設定し、再度 PPPoE セッション確立してください。PPP ネゴシエーション終了時に BAS アドレスを nexthop としたデフォルトルートが作成されます。 以前IOSではPPPoEクライアントにおいて、下記のコマンドが必要でしたが、現在のIOSでは必要がありません。またこのコマンドを設定する事によりPPPoEサーバの機能が有効になり、WAN側の同一セグメントにおいて、PPPoEクライアントが存在する際には、broadcastで送られるPADIに対し、PADOを返してしまいます。こちらの設定は行わないで下さい。 1812Jや871の様なSW内臓のプラットホームまたはHWIC-4ESW/HWIC-9DESWなどのスイッチモジュールを使用し、vlanを使用する際には、vlan databaseコマンドにて追加するvlanを指定する必要があります。
|
8.Embedded Event Managerについて 8.1概要 Embedded Event Managerはイベントモニタを行い、対象となるイベントが発生した際やカウンタが閾値を超えた場合にそれを検知し、そのイベントと関連づけたアクションを起こすことのできる機能です。 下記の図は、Embedded Event Managerの中での各項目の関連性を表しています。 ※ 画像をクリックすると、大きく表示されます。 EEM AppletないしはScriptにより指定されたEEMポリシーはEEM Policy Directorによりポリシー内で設定したイベントおよびアクションを管理されます。各種Event Detectorによりイベントが検知された場合、EEM Policy Directorがそのイベントと関連するEEMポリシー内のActionを実行します。 <Event Detector> Embedded Event ManagerはEvent Detectorとよばれるソフトウェアプログラムを利用してイベント検知を行います。
<Embedded Event Manager Action> Event Detectorによりイベント検知が行われた場合、Embedded Event Managerはそれに対応するActionを実行します。
|
8.2 Syslogメッセージ検知によるショートメール送信 Enhanced Event Managerでは、数あるEvent Detectorプログラムの中から最適なプログラムを選択し、イベント検知を行います。ダイナミックルーティングを用いたネットワーク環境の構築の場合、ルータ側に出力されるSyslogメッセージを用いてEnhanced Event Manager機能を利用することが可能です。 OSPFネイバーダウンを検知した際に出力されるSyslogメッセージにより障害通知のショートメールを送信する場合のEEM設定例を下記に示します。 ※ 画像をクリックすると、大きく表示されます。 OSPFネイバールータの172.16.10.1からルーティングアップデートを受信せず、Dead タイマがExpireした時点で出力されるSyslogをトリガーとしてSMTPによるショートメール送信が行われます。またそれぞれのパターンは正規表現も使用可能です。
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